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H－100型ビューラー・ダイカスト・マシン

　最近のダイカスト技術は長足の進歩をとげつつ

あるが，鋳造条件，ダイス，寸法精度，ダイカス

ト用合金等にいまだ多くの間題が残されている。

本研究所ではこれらの問魍点を解決し，さらに比

較的高融点の合金のダイカスト披術の1湘発並に新

しいダイカスト方式の碓立等の研究を実施するた

めH－100型ビューラー・ダイカスト・マシソを設

置した。

　本研究所の機械は一般のものと多少条件の異っ

た部分もあるが，研究而よりみた本機の特徴を挙

げてみると次の通りである。

　ω　射出遮度が6m／sec以上の高遮であるため

特殊の研究にも適している。

　12）射出工程が3段階に切換えられるために最

後の加圧を十分に行なうことができる。

　　　　　　　　　　　　　　　□

　（3〕型締め機構に油圧方式とトグル方式を併用

しているため，型締めを十分に行える。

　14）射出口の位置を上，中、下に変えることが

できるので，鋳造方案の研究等に適している。

　本機の仕様を参考までに記すれば次の通りであ

るo

（1〕型締め圧力：100ton

（2〕射出圧力：16ton
13〕射　出　速　度16m／sec以上

（4〕　ダイス寸法：最大　540x540mm

　　　　　　　　　最小　64x64mm

（5〕ダイス開閉距離：294mm

16〕　モ　ー　タ　＿：1，000rpm，10．5冊

｛7）　機　　肩虞　　ヨ巨　　量：4，6ton

、戸
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鋼の衝撃押出について
　最近商エネルギー高速度加工についての関心が

深まると共に，火薬の燦発力，圧締ガスの膨脹，

放電圧力，電磁力等を利用した加〕二披術が開う琶さ

れ，爽刷olに入りつつあるo

　裟所に於ても，この高連加工の閉魎に対して鵬

利36年度より総禽研究態勢をしいて検討を進めて

いるが，鉄鋼材料研究部ではその一環として鋼の

高速衝蝶州舳こついての研究をおこなっているo

　実験に使閉している機械はダィナバック1220型

で，そのエネルギーは最大20t－m，衝蜂速度は

最高20m／secである。まづかかる機械を用いて

衡蝶捌咄を行なう際の力学的諦遜1間の関係につい

て考察した後，予伽榊段階としてアルミニウムを

使用して，衝燦速度5～10m／sec，抑11111比（而籏

比）4～100の広い範閉で冷間衝蝶抑出を行な
い，洲咄中の抑咄圧力，ポソチーダイス間の棚対

変位をシソクロスコープで渕定，記録した。その

緒果は前記カ学的解析に合致し，特に衝蝶約な抑

甘1の場合に特有な慨性的な力の膨響が柵出比の大

き一いときに著しく現われることや，棚咄圧力が抑

閉速度のベキ閑数に比例し，則1舳比の臼然対数

にも関係することなどがたしかめられたo

　以上の緒果をもととして，数磁類の鋼を用い，

1，150Coから室湖1こ到る温度範鵬にわたって圃様

な爽験および解析を行なった。

　写真はその際のオシログラムを例示したもの

　　0　　　　5　　　　10

　　　踊　間｛m〕

ω州1砒　9

で，（a）は抑甘｛比が比較的小さく，従って慨性力

の膨響が殆んど認められない場含，（b）は州＝H比

が大ぎく，慨性力の膨響が著しくなってき’た場合

であるo

　これら判咄圧カ舳線の最大他は，ポソチやダイ

スをこわさないで抑w加工が舳来るか否かの国安

となるわけで，ある材料をある条件（抑川速度，

抑舳獄度，捌咄比のもとでカn工した際のオシログ

ラムから，その混度において抑咄速度や抑出比を

変化した場合の抑出可能な条件範翻も煎記解析結

一果から予汲1jしうる。

　一般に抑舳羅度が商い場含は，州11ゴ圧力は撮度

の降下につれて増加するなめらかな閉1線となる

が，ある混度以下ではその材質による特性を示し

てくる。剛玄900℃以下に於ける最大州舳三力の

変化の様予を示したもので，18－8オーステナイ

ト鋼（SUS27）は特に変化を示さないカミ，13％ク

摂ム鋼（SUS22）は700～800oCの1闘でその相変

イヒに対応する極小を示す。更にO．2％C鋼（S20C）
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　　　図　］’I走大抑！1一岨三フ〕と抑1■’干詔■■え度との1洲系

は約500℃で棚大を示すが，これは譲逃度が大き

いため脊熱脆性を示す淑度がこのあたりまで上昇

したものと考えられる。尚この鋼のA1変態によ

る州」二旺力の変化は認められないようである。

　これらの実験緒果をもととして，現在，到鞍定

オーステナイト状態の鋼を衝催抑川した場禽の抑

川圧力や材質的な焚化についての研究を続行巾で

ある。
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Cr一…o鋼の連続冷却変態図
　構造用合金鋼の中でCr－Mo鋼はもっとも多く

使用される鋼砥である。JISに定められているCr

－Mo鋼の中で2樋から5砥までは合金元素掃1は
同一で（Si0．15～0．35，Mn0．6～0．85，P，S＜0，03

0，Cr0．90～1．20，Mo0．15～0，35）炭素量のみ

が0．05％づつ異なっている。一般に焼入ゼllは炭素

量が珊加するにつれて州加すると考えられるが，

実際にはO．05％程度の変化ではこの関係に従わな

い場合がある。

　製造冶金研究部熱処理研究室では従来から鋼材

の各種熱処理変態山r線について研究を行なってき

ているが，その一つとしてCr－Mo鋼で炭素量

が変化した場合の変態図を組繊などとの関連にお・

いて調べ’ている。

　その1例とLてJISのCr－Mo鋼3砥（SCM3）
の連続冷却変態図を，諮外国で発表されているこ

れとほぼ化学成分の等しい鋼の変態図と比較しな

がら紹介しよう。図1にSCM3の変態図，図2
にドイツのMax　Planck（42CrMo4）およびフラ
　　　　　　　　SCM3

削1線は全体としては，42CrMo4がもっと短時問

側に，35CD4がもっと長時間側にありそしてSC

M3がその1渕にある。42CrMo4の変態図では，

冷却時問をAcヨから汲1雌しているので，変態川1

線は高温部ではかなり短時間側に移行している

が，低温になれぽその膨響はほとんど無視でき

る。完全にマルテソサイト紅繊をうるための冷却

速度（上部臨界冷却速度）は肪O℃から500oC

までSCM3で約は約10sec，35CD4は約40sec，

　　　　　冷却山1線Aの細繊　　x500
42Cr　Mo4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　350D4
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　　　　　　　時悶1S〕
　　1刻1　Cr－Mo鋼3獅の辿続　　　　　　　　凶2
　　　　冷却1望1焚態

ソスのIRSID（35CD4）で発表されている変態図

を示す，図中で冷蜘H’1線と変態Il11線の交一歳のとこ

ろにある数字はその組繊のpct，冷去111巾線の下端

の数字はロックウェルCカタサ重たはビッカース

カタサを表わす。炊素＾＝はSCM3がO．35％，42

CrMo4が0．38％，35CD4がO，37％である，変態

オ■ユ裏ナ欄1箭1：“11＝ll　オ■ユニナ1ト＝門二：1：1l＝　1川1川H

　　　　　　　　　　　　　　TT下←㌃一㌧≡．「11！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　■十4’∵’■’f　い1…．1，1珊」」一彗…筆「

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．’・＾IF．一〇1■　　　　　　　．’1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　■
　　　　　　　　　　1：〕
　　斗

　　　　　　一酬　1・・｛一一

10≡10’■o’，…l1Lリ
　　　　　　　　　　　時問　（Sl
　　SCM3に1；1い■／するΦ岡の辿続冷却公鵬■ヌ，

　　　　（．MaxPlankおよびIRSID）

　　　　42CrMo4は約4secで炭素最の変化とは一致し

　　　　ていない。42CrMo4の焼入性が思い一囚はM口

　　　　の含有冊が低いたソ）であろう。

　　　　　写真は図ユの冷去舳線Aによる冷却後の紅繊

　　　　で，フェライト25％，パーライト25％，ベイナイ

　　　　ト40％，マルテソサイト10％の害11合である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　大　　型

　金属材料の研究において強磁場が不可久の研究

は現在極めて多くなったo例えぱ趨伝導マグネッ

ト材料の研究，磁性材料の研究，極超短波におげ

る磁気共嶋の研究，磁気抵抗効果の研究，ホール

効火の研先箏箏があげられる。これらの研究に供

するための大型電磁石を水研にも設肚した。

設置にあたり要諦された第1の刺ま，磁場の強さ

は強い程望まLいが，披術的経済111勺に児た実舳勺

隈界を考慮して，問隙50mmで最大磁場35KOeを

目標とLた。尚磁概片を交換して，更に強い磁場

が必要の時のため1削隙25mm，および広い空間が

必要の時のため問隙80mmを用意する。第2に

は㌔磁場均一度が良好なことに重点を置いた・こ

のことは本邦既存の大型電磁石が最大磁場のみに

重点が澄かれていたため高度な研究が進められな

かったことからかんがみて，上述の諸研究に汎用

性のあるものにしたいからである。このため問隙

50mmの時，磁極片の先端径150mmφ，磁概元径
800mmφとして均一度1×10■5／10mmφを目標と

した。第3には磁場安定度であるが，在来のよう

に直流発電機（MG）のみでは閉迦にならないの

でトラソジスター方式を併用して3．5x1o■5／hr

を目標とした。第4には大電力のためコイルのジ

ュール熱が間魑なので，冷却効率の最も良い直接

冷却方式，貝11ちコイルは中空銅管を用いその内都

を純水にて冷却させることにした。

　かくて主な椛成は，45of欧斜のヨークを有する

サイクロト倶ソ型の総重最20tonの電磁石，電
流制御郁1磁場設定掃引都から成る制御盤，純水

塊造撚・タソク・ポソプ・熱交換携から成る冷却

水装置，コイル電流を発生する，MG，MG出力の

脈動を減少させる炉波器等から成る。設置室では

電磁石走行溝を床面より下げ，測定架台は電磁石

電　　磁　　石
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直上の3ヶ所に設けた。
　プロトソ及びリチウムの核磁気共鳴を用いた性

能試験の結果は最大磁瘍が1％滅を除いては大1略

満足できた。次に標碓の問隙50mm最大電流420

Aのl1寺の性能を示すと

　1．最大磁場：32．2KOe

　2．磁場均一度：2．2×10－5（5mmψx1Omm

　　　Li試料にて）

　3．磁場安定度：
　　MG制御　ノイズ6×10－5，ドリフト1×！0一ソ
　　　　　　　’30n＝ln

　　トラソジスター制御　ノイズ2x1O－5，　ドリ
　　　　　　　　　　　　フト3×10■5／30nユin

　4．温度上昇：流量451／minにて28．Cの上昇

　5．磁場掃引：

　　粗10固転ヘリカロームにてで正逆全域

　　徴10阿転ヘリカロームを用い5段切換
　　掃引時1剖　5，15，30，60，120nゴinの5段切換

　6．電磁石移動：平行移動　0．5m／min

　　　　　　　　　1珂転±200o，6min／3600

7．MG最大山力190kW420A
　8．　その他：問隙・25mm先端径50mmψでは

　　　39．4KOe

　　　問隙80mm先端径200mmψでは27・那0e

◇短　　信◇
★人事異動
　○非鉄金属材料研究部希有金属研究室長木村啓
　造はl1子＝仰40年1月16日付で特殊金属材料研究音11
　・長に外征した。

　★帰　朝

　○特殊金剛オ料研究部特殊冶金研究室長河村和

孝はプリソストソ大学に留学中のところ，昭和
39年12月30目に帰朝した。

誤掌の訂正

　　　　　　　（通巻　第74号）
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